
 
令和２年２月７日 
都 市 局 
住 宅 局 

「都市再生特別措置法等の一部を改正する法律案」を閣議決定 
～安全で魅力的なまちづくりを推進します～ 

 

 頻発・激甚化する自然災害に対応するとともに、まちなかにおけるにぎわいを創出するため、

安全で魅力的なまちづくりの推進を図る「都市再生特別措置法等の一部を改正する法律案」が、

本日、閣議決定されました。 

１．背景 
 頻発・激甚化する自然災害に対応するため、災害ハザードエリアにおける新規立地の抑制、移
転の促進、防災まちづくりの推進の観点から総合的な対策を講じることが喫緊の課題となってい
ます。また、こうした取組に併せて、駅前等のまちなかにおける歩行者空間の不足や、商店街の
シャッター街化等の課題に対応するため、まちなかにおいて多様な人々が集い、交流する「居心
地が良く歩きたくなる」空間を形成し、都市の魅力を向上させることが必要です。 
この法律案は、これらの課題に対応するため、安全で魅力的なまちづくりを推進するためのも

のです。 
 

２．概要 
（１） 安全なまちづくり 
① 災害ハザードエリアにおける新規立地の抑制 
 ⅰ）災害レッドゾーンにおける自己業務用施設の開発を原則禁止（都市計画法第33条） 
 ⅱ）市街化調整区域の浸水ハザードエリア等における住宅等の開発許可の厳格化 

（都市計画法第34条） 

  ⅲ）居住誘導区域外における災害レッドゾーン内での住宅等の開発に対する勧告・公表 
（都市再生特別措置法第88条） 

② 災害ハザードエリアからの移転の促進 
  ⅰ）市町村による災害ハザードエリアからの円滑な移転を支援するための計画作成 

（都市再生特別措置法第81条等） 

③ 居住エリアの安全確保 
 ⅰ）居住誘導区域から災害レッドゾーンを原則除外 
 ⅱ）市町村による居住誘導区域内の防災対策を盛り込んだ「防災指針」の作成 

（都市再生特別措置法第81条） 
 

（２） 魅力的なまちづくり 
① 「居心地が良く歩きたくなる」まちなかの創出 

都市再生整備計画に「居心地が良く歩きたくなる」まちなかづくりに取り組む区域を設定 
（都市再生特別措置法第46条第２項第５号）し、以下の取組を推進 

  ⅰ）官民一体で取り組む「居心地が良く歩きたくなる」空間の創出（公共による車道の一部
広場化と民間によるオープンスペース提供等）※予算・税制両面から支援 

（都市再生特別措置法第46条第３項第２号） 

  ⅱ）まちなかエリアにおける駐車場出入口規制等の導入（メインストリート側ではなく裏道
側に駐車場の出入口を設置）（都市再生特別措置法第62条の10等） 

  ⅲ）イベント実施時などにまちづくり会社等の都市再生推進法人が道路・公園の占用手続等
を一括して対応（都市再生特別措置法第62条の８） 等 

 ② 居住エリアの環境向上 
  ⅰ）居住誘導区域内における病院・店舗など日常生活に必要な施設について用途・容積率制

限を緩和（都市再生特別措置法第81条、都市計画法第８条、建築基準法第52条等） 

  ⅱ）居住誘導区域内における都市計画施設の改修促進（都市再生特別措置法第81条等） 



 
    

問い合わせ先 

（１）及び（２）②関係            都市局都市計画課    安井、村井 

TEL 03-5253-8111（内線 32-682、32-683）、03-5253-8409（直通） FAX 03-5253-1590   

うち（２）②ⅰ）関係（建築基準法に限る）  住宅局市街地建築課   佐藤、森本 

TEL 03-5253-8111（内線 39-613、39-664）、03-5253-8516（直通） FAX 03-5253-1631 

（２）①関係                    都市局まちづくり推進課 城、佐藤 

TEL 03-5253-8111（内線 32-552、32-545）、03-5253-8406（直通） FAX 03-5253-1589   

 

  

 


